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INIADとはどんな学部か



INIAD : 

Information Networking for Innovation and Design

⚫東洋大学に2017年に新設された情報系学部

■創設者 : 坂村 健（東京大学名誉教授）

■ IoT時代の新しい教育を実施

⚫コンセプトは「連携」

■全員がコンピュータ・サイエンスを履修し、
Pythonをはじめとしたプログラミングを学ぶ

■「自分と異なる強みを持つ仲間と連携し、新たな
モノ・サービスを作り出す」
デジタル時代に真に求められる人材育成を目指す
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坂村先生がプロジェクトリーダーの
プロジェクト2件が「IEEEマイルス
トーン」の認定を受ける。

• TRONリアルタイムOSファミ
リー (2023)

• TRON電脳住宅 (2024)

IEEEマイルストーン
• IEEEが、25年以上にわたって世の中

で高い評価を受けてきた電気・電子・
情報分野の歴史的偉業に対して行う顕
彰活動の一つ。
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東洋大学・赤羽台キャンパス

情報連携学部・情報連携学科 (1学部1学科)
• 1学年300人
• 教員数: 約40名



中村 周吾 (なかむら しゅうご)

⚫1991年 東京大学工学部計数工学科卒業

⚫1993年 東京大学大学院農学系研究科応用生命工学専攻修士課程卒業

⚫1995年 同専攻博士課程中退、同研究科助手

⚫2002年 同研究科准教授

⚫ (2012年～2016年 東京大学大学院情報学環に出向)

⚫2017年 東洋大学情報連携学部教授、現在に至る

⚫ (2017年より学科長、2024年より学部長・研究科長)
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INIADの特長

⚫建物・生活環境自体が教材になっている。

⚫プログラミングおよびコンピュータサイエンス、確率統計を含む数学
を全員が学ぶ。

⚫1学部1学科でありながら、情報関連技術はもちろん、ビジネスやシビ
ルシステムなどの応用科目を含む「自分の専門」を自由に選べる。

⚫「連携」重視。プログラムのチームでの開発の方法、それらを実際に
活用するチームプロジェクトの実施などを、しっかり教育。

⚫生成AIの積極的な活用を推奨。

⚫…
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入学すると全員が「プログラミング」を学習

⚫基礎力・連携力
■3年次に、連携を実践するチーム実習

■1,2年次に、数学・確率統計、プログ
ラミングを含むコンピュータ / デー
タサイエンス, コミュニケーション
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⚫多様性
■多様な参加ができる体制

⚫文･芸･理融合
■2年次から、7つの専門科目群



ヒトもモノも、あらゆるものがネットに
つながりつつある
（IoT = Internet of Things）

YRPユビキタスネットワーキング研究所
http://www.ubin.jp/
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http://www.ubin.jp/


INIAD HUB-1
総床面積: 約19,000㎡

IoTデバイス: 5000個
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INIAD の IoT環境

⚫学内の様々な機器がネットに直結
■温度、湿度、人感センサ、スマートメーターなどのセンサインフラ

■照明、エアコン、エレベータなどもプログラムからコントロール可能

■全ての学内掲示板はデジタルサイネージ
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機器やネットワークなどを保守しやすいように、天井なし
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廊下の案内や、授業での配布物は「ペーパーレス」
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デジタルサイネージは個人が表示内容をカスタマイズ可能



INIADロッカーチャレンジ !?

⚫全学生にロッカーが与え
られるが、鍵はない
■ プログラミングでロッカー

と「通信」して自分のSuica
を登録、セットアップする
必要がある

⚫プログラミングを始めて
約4ヶ月で、ほとんどの
学生がロッカーを使える
ように
■ スマホの音声で開けられるよう

にする学生も!
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INIAD MOOCs

⚫INIAD独自のオンライン教育
システム
■講義資料等のオンライン化

■自分のPCで、いつでもどこでも予習
復習。課題の提出やテストにも活用

■履修外講義の自習をする学生も
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Slack の活用

⚫世界的に使われているビジ
ネスチャットサービス

⚫全教員・全学生が入った
ワークスペースを整備
■ 教員と、友達と、近い距離でつなが

れる

■ 講義やグループワークなどで活用。
気軽に質問、とことん学べる
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(再掲)

⚫基礎力・連携力
■3年次に、連携を実践するチーム実習

■1,2年次に、数学・確率統計、プログ
ラミングを含むコンピュータ / デー
タサイエンス, コミュニケーション
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⚫多様性
■多様な参加ができる体制

⚫文･芸･理融合
■2年次から、7つの専門科目群



⚫1, 2年次: プログラミング (コンピュータサイエンス)・

数学 (全員必修)

■Python、Webアプリケーション開発、チーム開発、アルゴリズム、

データサイエンス、ネットワーク、セキュリティ

■確率統計・線形代数・微分積分 (教科書の例題が解けるように)
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2年次以降の専門科目

⚫5つの情報科目群
■コンピュータ・システム         OS, プログラミング言語, ネットワーク等

■コンピュータ・ソフトウェア   アルゴリズム, DB, セキュリティ等

■ユーザ・エクスペリエンス      デザイン, Human-Computer Interaction, CG等

■データサイエンス                  統計分析, 機械学習とAI, 深層学習・LLM等

■ ICT社会応用                         ICT (情報通信技術) の社会応用論
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⚫2つの連携科目群
■コミュニティ形成                  持続可能社会, 公共空間とコミュニティ等

■ビジネス構築                        経済, 経営, 会計, 知的財産, マーケティング等

情報科目群1つを含む2つを必修履修
+ それ以外の科目群から選択履修



⚫INIADは、情報技術の応用をとくに重視している

⚫卒業時の自分を思い描いて、柔軟に履修設計ができる
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コンピュータサイエンス、データサイエンスや AI 技術は
もちろんのこと、デザイン系、ビジネス系、シビルシステム系
もしっかり学べる



コミュニケーション教育 (全員必修)

⚫1年次
■語学 (英語)

■プレゼンテーションやグループワークなど

⚫3年次
■通年のチーム実習
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情報連携学部
プログラミング力

コミュニケーション力

＋それらをさまざまな分野に応用する力
を身につける
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富山県公式のCOVID-19対策サイトを開発したのは
INIAD 3年生(当時)
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2020年度卒業生 寺田一世さん
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卒業生・在校生によるINIAD紹介
 (データサイエンス百景)

ds100  INIAD

https://ds100.jp/future/s-023/ https://ds100.jp/future/s-019/ 

エンジニアリングコース学生 データサイエンス×ビジネス科目群学生

https://ds100.jp/future/s-023/
https://ds100.jp/future/s-023/
https://ds100.jp/future/s-023/
https://ds100.jp/future/s-020/
https://ds100.jp/future/s-020/
https://ds100.jp/future/s-020/
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https://ds100.jp/future/s-025/https://ds100.jp/future/s-020/ 

食品系企業勤務 住宅管理系企業勤務

https://ds100.jp/future/s-025/
https://ds100.jp/future/s-025/
https://ds100.jp/future/s-025/
https://ds100.jp/future/s-020/
https://ds100.jp/future/s-020/
https://ds100.jp/future/s-020/
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INIAD 2年生のプロジェクトが
2024年度未踏IT人材発掘・育成事業に採択されました。
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INIADと生成AI
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INIADは、いち早く生成AIの積極的な
利用を表明
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2023年度初頭より、全学年を対象に、大規模言語モデル
を活用した教育システムINIAD AI-MOPを導入

• 学生は無償で利用可能
• 個人情報の保護等にも対応

もう「生成AIのない時代」には戻らない

生成AI は、プログラムが書けない人でも活
用できる。でも、プログラムが書ける人は、
もっと活用できる。
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slack の bot として chat ベースで利用 / API利用も可



⚫どんな人材になってほしいか
■せっかく情報系学部で勉強しているのだから、単に「AIを使える」だけで

なく、社会に出たときに活用してほしい / 何ができるかを提案できてほし
い / 周囲の人にAIを説明できるようになってほしい …

⚫AIの「正しい使い方」をしっかり教える必要がある。
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生成AIは「できる」人がさらに「できる」ようになる道具！

⚫生成AI に何を命令すればよいか

⚫生成AI にどのように命令すればよいか

⚫生成AI の出力をどのように評価すればよいか

これらを生身の「自分」がわかっていないと、使いこなせない！

「自分でもできること」を効率よく実行させる「秘書」的な
使い方になるように (使いこなす)！

「生成AIの出力が理解できない」なら明らかに自分自身が力不足。

(学生への説明の仕方)



例1: 情報連携学概論I (1年春・全員必修)

⚫コンテンツ
■哲学について

■ INIAD AI-MOP 利用ガイド

■LLMの仕組みとプロンプトエンジニアリング

■AIとどのように向き合うべきか

■情報連携学のさまざまな分野

■…
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⚫「自分の頭で考える」ために
■ 自分を疑う
■ 別の立場に立って、問題を見直す
■ 情報を収集・検証する
■ …
■ → これらすべてがAIとの対話で可能

⚫自分の考えを入力後、AIにこう聞いてみよう
■ 今の私の考えはこのまま他人に誤解なく伝わるでしょうか？不明確な点があれば質問して

ください。
■ 今の私の考えについて、他にどのような考え方があり得るか教えてくれますか？
■ …

⚫課題例
■ 以下から1つの命題を選択し、生成AIを用いて、弁証法プロセスに従った思考実験を行って

ください。…
■ 各段階におけるAIとの対話の全記録と、最終的なあなたの見解を提出してください。…
■ …
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例2: 語学

英語科目での生成AI活用例
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ChatGPTはライティング
サポートとして役に立った？

ライティング講義でChatGPTを
有効活用できた？

49
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https://www.taishukan.co.jp/search/g7454.html

生成系AIで変わるライティング指導：
  ChatGPTを活用した授業実践（古藪麻里子・町村貴子・藤城晴佳）

これらの取り組みが
「英語教育」

2024年9月号
に掲載されました

50

「日本語文章の書き方」
でも同様の試みを始めています

https://www.taishukan.co.jp/search/g7454.html


例3: 専門横断的なチーム実習(3年通年、全員必修)

⚫学生が自ら、社会の問題をリサーチにより発見し、
その解決に必要なメンバー (様々な科目群を履修中) 
を集めてチームを編成し、年間計画を立てて長期の
グループワークを実施
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自分自身に不得意なことが多くても、
チームを組める力が「自分の力」になる



(再掲)

⚫基礎力・連携力
■3年次に、連携を実践するチーム実習

■1,2年次に、数学・確率統計、プログ
ラミングを含むコンピュータ / デー
タサイエンス, コミュニケーション
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⚫多様性
■多様な参加ができる体制

⚫文･芸･理融合
■2年次から、7つの専門科目群



4, ５人程度のチームで1年間かけて自主的に
プロジェクトを進める

⚫全体テーマ
■ 2019年度「オリンピック・パラリンピックへの貢献」
■ 2020年度「SDGsへの貢献」
■ 2021年度「ニューノーマル」
■ 2022年度「デジタルデバイド」
■ 2023, 2024年度「ChatGPTを活用する」
■ 2025年度「地方創生」

⚫プロジェクト例
■ 顔認識による推薦機能を組み込んだ自動販売機
■ 訪日外国人の医療問題への取り組み
■ スタンプラリーアプリで観光地の小売状況改善
■ 小学生向け情報・プログラミング講座
■ ChatGPTを活用したX(旧Twitter)の誹謗中傷コメントの非表示・投稿制限
■ …
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このチーム実習は、東洋大学
の優れた教育活動に対して与
えられる「優秀教育活動賞」
を2025年度に受賞しました！



AI Study Map
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INI-Connect (2024)
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⚫他科目でも、各科目の特性に応じて生成AIの適切な
利用方法などを教育

■例: データサイエンス科目群

⚫「機械学習と人工知能」講義
自分がコードを書けるようになるまでは、生成AIによるコード生成は非
推奨 / 配布したコードの解説を生成AIにさせたり、類題生成・採点など
をさせるのは推奨

⚫「ディープ・ラーニング」講義
生成AI の利用だけでなく、その仕組みの基礎も学習
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例: データサイエンス科目群科目
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データサイエンス / LLMにあまり詳しくない人だと…

あなたは、非常に優秀なプロのデータサイエンティストです。
アップロードした xxx.csvのデータからわかることを分析して
レポートしてください。

(何かしらの答えは出してくるが、それがかえって危険!)
• LLMが適切な分析をしているかどうかわからない。
• 自分でもそれを判断できない。
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あなたは、非常に優秀なプロのデータサイエンティストです。
アップロードしたxxx.csvのデータを、kmeans法でクラスタリングしてください。なお最適な
クラスタ数はエルボー法で求めて、そのグラフを表示し、またクラスタ数決定の過程を示してく
ださい。
次に各クラスタの特徴を分析してください。最後に、各クラスタの特徴を簡潔にまとめたレポー
トを作成してください。
なお、各クラスタの平均を求めるなどの数理的な解析を行う場合は、mean() のようなメソッド
に numeric_only=True オプションを与えないとエラーになってしまうことに留意してください。
最後に、xxx.csv に各データのクラスタ番号の列を追加し、「xxx-cluster.csv」という名前でダ
ウンロードできるようにしてください。

データサイエンス / LLMをしっかり勉強していれば…

• 得られた結果を正しく評価できる。
• 間違いがあっても適切にやりなおしさせることができる。
• 自分で分析するよりもはるかに効率良く結果が得られる。



⚫教員間でも、いつ何を教えるべきか、どのように生成AIに対応
していくべきかについて、ディスカッションしています。

⚫ほとんどの科目で、試験時は、(ローカルLLMを含めて) 生成AI
の利用や外部へのネットワーク接続は禁止。

⚫来年度 (来週) はどうなっているかわかりませんが…
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生成AIについて (今、個人的に)

思うこと



⚫教員への質問が減った (良い面 / 悪い面両方あり)

⚫うまく使う学生、あまりうまく使えていない学生がいる
■できる学生ほど上手に使っている (「自分を伸ばす」ための利用)

⚫リスク
■やはり、学生が自分でよくわかっていないこともある

■コード内容や分析内容を問う、説明させるなど、「自分でしっかり理解する」
意識付けが重要。

⚫卒業論文の文章の質は明らかに向上 (かつ長めに…)
■少し大げさな言い回しになっていることもちらほらありますが…

■成績上位の学生たちは、まず自分のコンセプトや流れを与えてから生成AIに文
章を生成させ、壁打ちを通してブラッシュアップするなど、うまく使えている。
自分の研究における利用も上手 (活用・研究対象両面において)
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下手な使い方の例

⚫自分ではよくわからないので、生成AIにプログラムを書かせる

⚫ライブラリのバージョン違いやハルシネーションなどでエラー

⚫エラーを自分でもよくわからないまま、対応を生成AIに投げる

⚫方向違いの変更点をsuggestされる

⚫別のエラーになる (or 前のエラーに戻る)

⚫詰む
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まとめ

⚫INIADは生成AIを積極利用

⚫使い方から教える必要あり

⚫LLM活用は全体としてプラスにはたらいているが、
学生のスキルにも依存

⚫「来週」どうなっているかはわからない

⚫教員も変わらなきゃ
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